
枚方淀川探鳥会2024年6月
2024年(令和6年)6月2日(日) 9:00～12:00

日本野鳥の会大阪支部

前田初雄、甲田正二、西脇淳浩、香月清宏、

松井正夫、新名泰博、平 軍二（ 090-6901-1425）Ⅰ 今月の鳥・イワツバメ

←イワツバメ
5月の探鳥会で群舞するイワツバメ、腰

が白く・尾が短いのですぐわかる。

その中に、やや大きく尾の長いツバメも

まざって一緒に飛んでいた。

イワツバメの集団営巣地が、探鳥コース

で天野川を渡るときの上流、魚道の真上、

堤防上の自転車道の橋の裏にある。

探鳥会ではこれまで、この営巣地を見て

いないので、今日は天野川上流に足を

延ばし観察したいと思っている。

Ⅰ-① イワツバメ大阪府鳥類目録2016 ↓
（日本野鳥の会大阪支部）

枚方市淀川・天野川合流点での営巣も記録されている。

Ⅰ-② イワツバメ

全国鳥類繁殖分布調査↓
2021 年10月 鳥類繁殖分布調査会)

イワツバメ→

⻄脇淳浩
(20240505)

↓ツバメ

(20200527)平

（上表）各年代の分布状況
過去3回の調査を通じて記録ﾒｯｼｭ数が増

加，繁殖の確認されたメッシュ数も増加し

ている。

（下段）調査地点数
しかし，現地 調査で記録された地点は328

地点から246地点と減少しており，1990年

代 からは減少していると考えられる。

探鳥会リーダー

腕章新調→
今日見ていただけるように大

阪支部では、リーダー用腕章

を新調しました。

探鳥会では腕章をつけた人

の案内に従って、行動してく

ださるようお願いします。
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト
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4/2 5/7 6/4 7/2 1/7 2/4 3/3 4/7 5/5 6/2 7/7 4/2 5/7 6/4 7/2 1/7 2/4 3/3 4/7 5/5 6/2 7/7

412 サンショウクイ 1 552 エゾビタキ 8

418 サンコウチョウ 1 雨 553 サメビタキ 1 雨

420 モズ 103 2 天 1 4 7 6 3 6 1 554 コサメビタキ 17 天

435 ハシボソガラス 114 14 中 13 8 11 17 14 7 12 558 キビタキ 16 中

436 ハシブトガラス 111 4 止 3 4 3 4 3 560 オジロビタキ 1 止

438 キクイタダキ 8 561 オオルリ 4

439 ツリスガラ 1 569 スズメ 114 11 42 28 26 33 24 25 24

442 ヤマガラ 7 573 キセキレイ 36 1 1 2 1

443 ヒガラ 1 574 ハクセキレイ 105 5 4 1 8 14 8 4 1

445 シジュウカラ 106 14 4 8 7 4 6 12 5 575 セグロセキレイ 102 2 2 2 2 2 1

452 ヒバリ 64 1 1 584 タヒバリ 29 1 2 6 25 2

455 ショウドウツバメ 6 586 アトリ 29

457 ツバメ 58 2 41 30 11 18 587 カワラヒワ 104 11 6 3 35 31 36 11 4

459 コシアカツバメ 20 588 マヒワ 6

461 イワツバメ 46 70 2 100 30 1 60 592 ベニマシコ 44

463 ヒヨドリ 115 234 35 33 153 120 32 74 36 600 シメ 41 1

464 ウグイス 109 18 10 15 6 4 4 10 16 602 イカル 17

466 エナガ 87 6 3 5 9 6 3 610 ホオジロ 109 14 10 8 8 2 6 11

476 オオムシクイ 5 614 ホオアカ 6

477 メボソムシクイ 5 617 カシラダカ 23

479 エゾクシクイ 1 618 ミヤマホオジロ 1

480 センダイムシクイ 7 624 アオジ 65 3 6 12 9 4

483 メジロ 92 2 8 7 8 3 4 7 2 628 オオジュリン 17

492 オオヨシキリ 30 6 6 3  コジュケイ 13

499 セッカ 29 3 4 8  カワラバト(ドバト) 110 〇 22 1 23 130 56 14 13

506 ムクドリ 102 9 93 60 13 35 2 33 14  ハッカチョウ 1

508 コムクドリ 5 カッコウSP 5

511 ホシムクドリ 2 アイガモ 3

520 マミチャジナイ 1 メボソムシクイSP 5 1

521 シロハラ 51 1 2 1 ヒタキSP 3

522 アカハラ 2

525 ツグミ 55 72 4 27 30 11 45 30 30 49 48 41 39 36

533 ノゴマ 1 559 408 248 709 1047 548 393 290

536 ルリビタキ 1 16 28 16 24 17 27 24 32

540 ジョウビタキ 55 1 2 2 １～2回

542 ノビタキ 13 100回以上

549 イソヒヨドリ 33 1 1

2023 2024日本
鳥類
目録

鳥名　

観
察
回
数

観
察
回
数

鳥名　
2023 2024 日本

鳥類
目録

2012年１月～2023年12月の11年間に
観察回数の少ない種・多い種、更に樹
林伐採の影響を受けると思われる種を
リストアップした。今後樹林伐採影響

種数合計(自動計算)

個体数合計(自動計算)

探鳥会参加者数

11
年
間
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Ⅲ 先月(5月5日)探鳥会報告
関⻄医科⼤学タワーにハヤブサの姿、その

近くの淀川河川事務所屋上にトビが休むなど、
スタートから盛り上がった。淀川本流の浅瀬
に2012年以降の12年間では2回目のキアシシ
ギ（4羽）、近くのヤナギには木の葉隠れに
囀るオオジュリン、そしてホオジロ、ヨシ原
の木でさえずるウグイスなど鳥の姿が続いた。
天野川合流点のセンダン・ニセアカシアの花
の上をイワツバメの⼤群が飛び回り、その中
にツバメもいた。磯島グランドの堤防上を飛
び回るセッカ、そして実験池で鳥合わせ中に
出てきた今月の「トリ」、キジで締めくくっ
た。

鳥写真はトビ(平)を除き、⻄脇淳浩⽒

Ⅳ 来月 7月7日探鳥会
今日と同じように 大阪支部HPからホームズ様式か

らお申し込みください。

今年も昨年同様、猛暑の夏が予想されています。体

調を整え、補給水分をお持ちいただいての参加をお

待ちしています。

枚方淀川探鳥会のメインルート「野鳥通り」を中心に

樹林が伐採されました。

林の鳥はいなくなったが、草原の鳥が良く観察できる

筈なの、繁殖・子育て末期のオオヨシキリ・キジ・ホオ

ジロ・ヒバリ・セッカなどを期待している。

鳥合わせ時に出てきたトリ、キジ

探鳥会12年で2回目のキアシシギ
コチドリ

魚道で獲物を待つササゴイ
関医タワーのハヤブサ クワの木のホオジロ

淀川河川事務所屋上にトビ（平）

オオヨシキリ(20160628 平）
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